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･ 1 - 冒 Eo(L,喜+i,W)･Eo(L･喜- 1,q)ト E o(L7喜,o) (3)
･oA - EoA(L,喜,q)-Eo(L{ 0) (4)























J3 - 0のときはプラトー Aが出現して
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研究会報告
から得られる結論と符合している｡
以上のことより､∫-1/2のスピンラダーに次近接相互作用と次々近接相互作用を入れ
ることによって､並進対称性が自発的に破れて2倍周期構造になり､磁化曲線の飽和磁
化の半分のところにプラトー が出現する場合があることがわかった｡また､プラトー に
は機構が2種類あり､次近接相互作用によるプラトー Aより､次々近接相互作用による
プラトー Bの方が出現しやすいことも示された｡以前の我々の解析により､プラトー A
はJl<J_Lの場合にしか現れないことがわかっている｡Sl･C1203【19】では､Jl-2Jlと
考えられるので､この系でプラトー が出現するとすれば､次々近接相互作用によるプラ
トー Bである｡しかし､Sl･Cl･203は結合定数Jが非常に大きいため､プラトー が現れる
臨界磁場も大きく､現状の技術では観測ができない状況である｡もっとJの小さいスピン
ラダー系の合成に期待したい｡
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